
TERRESTRIAL GENERIC FILE TRANSFER（1/2）
「地上汎用ファイル転送」

【概要】

本推奨規格（TGFT)は、宇宙通信相互運用性のレベルを向上させるために、ファイルや関連するメタデータをパッケージ化し、地上

間のポイントツーポイントで転送するための標準メカニズムを規定するものである。

【内容】

ファイルを交換する標準メカニズムとしては、TGFT 送信側からTGFT 受信側にHTTPSを使用して、「XFDU (*1) パッケージ」を転送

することを推奨している。 （*1 XFDU: XML Formatted Data Unit (CCSDS 661.0-B-1参照)）

交換されるファイルは下記用途等において利用される。

• ミッション設計段階： 他機関から支援を受ける際にミッションの実行可能性を調査

• ミッション運用段階： ミッションの成功に必要なファイルを、２つ以上の機関、又は地上システムのエレメント間で転送

• ミッション終了後： ミッションに関連するデータを保管するなど、ミッション後の各種活動

現状、宇宙機関間やミッション間のファイル転送の多くが、多種多様なアドホックなメカニズムを使用して定義・実装されていることか

ら、本推奨規格はこのようなアドホック的なメカニズムを改善するために作成された。

なお、DDOR（CCSDS 500.1-G-2参照）など、既に充分に確立されたメカニズムが存在する場合には、本規格の使用を義務付けるも

のではない。
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TGFTの利用範囲は、地上間のファイル転送に限定されており、特に地上環境におけるファイルの２地点間転送を扱っている。ただし、

ファイルをCCSDSのファイル転送プロトコル（CFDP）エンティティに挿入できるようにするメタデータと共にTGFTでファイル配信し、宇宙

リンクを経由して宇宙機に転送したり、逆にCFDPエンティティが受信したファイルをTGFTに挿入して他の宇宙機関へ転送するなどの

仕組みを構築することもできる。

図1は地上汎用ファイル転送の概念モデルを示している。ファイル転送は本来単一方向であり、双方向とする場合は複数のファイル

転送のエンドポイント（発信ノードと宛先ノード）を必要とする。また、セキュリティを考慮して、ファイル転送のエンドポイントは、ファイア

ウォールなどにより定義されたDMZネットワークまたはセキュリティゾーンへの配置を想定している。

なお、図中には宇宙機関ごとに単一のファイル転送ホストしか描かれていないが、実際には複数ある場合もある。

図1：地上汎用ファイル転送の概念モデル
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新規文書につき、現在情報を収集中。 © 2022 JAXA宇宙航空研究開発機構（ ）

TERRESTRIAL GENERIC FILE TRANSFER（2/2）
「地上汎用ファイル転送」

Blue Book
CCSDS 927.1-B-1
発行月： 2021年11月

ISO -


